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第
二
十
四
回 

非
戦
・
平
和
沖
縄
研
修
会 

 
 

 
ｰ
 

開 

催 

主 

旨 
ｰ 

 

四
年
ぶ
り
の
非
戦
・
平
和
沖
縄
研
修
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
間
、
沖
縄
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
は
「
悪
化
」
し
て
い
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
「
負
担
軽
減
」
と
政
府
は

言
い
続
け
て
い
ま
す
が
、
現
実
は
無
人
爆
撃

機
が
新
た
に
配
備
さ
れ
、
台
湾
海
峡
の
「
危

機
」
な
る
も
の
を
想
定
し
て
、
沖
縄
本
島
で

は
な
く
、
宮
古
・
石
垣
の
島
々
に
、
基
地
が

配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
世
界
一
危

険
」
と
さ
れ
る
普
天
間
基
地
の
移
設
を
「
一

刻
も
早
く
」
と
言
い
ま
す
が
、
早
く
て
二
〇

三
七
年
。
そ
し
て
「
移
設
が
終
わ
る
」
ま
で

普
天
間
は
維
持
さ
れ
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
沖
縄
に
は
、
基
地
問
題
だ
け
で

な
く
、
他
に
も
重
大
な
社
会
の
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
「
貧
困
問
題
」

で
す
。
特
に
子
ど
も
の
貧
困
率
＊
は
全
国
の

倍
以
上
と
の
デ
ー
タ
が
あ
り
深
刻
な
課
題
で

す
。
ま
た
様
々
な
経
済
指
標
に
お
い
て
も
、

沖
縄
県
は
常
に
下
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

「
米
軍
基
地
が
あ
る
か
ら
豊
か
だ
」
と
の
誤

解
が
あ
り
ま
す
が
、
常
に
米
軍
基
地
が
あ
り

続
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沖
縄
の
経

済
は
決
し
て
下
位
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
回
の
研
修
会
で
は
、
講
師
に
安
里
長
従

氏
（
司
法
書
士
『
な
ぜ
基
地
と
貧
困
は
沖

縄
に
集
中
す
る
の
か
？
』
著
）
を
お
招
き

し
、
沖
縄
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
が
、
い

か
に
「
本
土
優
先ｰ

沖
縄
劣
後
」
と
い
う

不
平
等
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。
「
平
等
」
は
真
宗
門
徒
に

と
っ
て
も
大
切
な
課
題
で
す
。
こ
の
「
不

平
等
」
に
向
き
合
い
、
座
学
と
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
が
「
歩

い
て
、
見
て
、
考
え
」
る
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

＊
内
閣
府H

P

「
子
供
の
貧
困
に
関
す
る
指
標
（
沖

縄
県
の
状
況
）
①
子
供
の
相
対
的
貧
困
率
」
よ
り 

沖
縄
の
「
不
平
等
」
に
向
合
う 

 
 

 

～
な
ぜ
基
地
と
貧
困
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

沖
縄
に
集
中
す
る
の
か
？
～ 

           【概  要】 

期  間 2024年4月23日（火）～25日（木） 

会  場 那覇セントラルホテル、沖縄本島各地 

集合日時  2024年4月23日（火）午後1時 

講  師  安里 長従 氏（司法書士） 

ガ イ ド  沖縄平和ネットワーク予定 

参 加 費  5,000円  （※懇親会は希望者のみ別途5千円程度予定） 

       ※往復旅費と宿泊費は全額自己負担となります。各自手配下さい。 

募集人員  30名（定員に達し次第締め切ります） 

申込方法  申込用紙に必要事項を記入の上、沖縄開教本部までお申し込み下さい。 

申込締切  2024年4月15日（月）までに沖縄開教本部必着のこと。FAX可。 

申 込 先  Email:okinawa@higashihonganji.or.jp FAX：098-890-2491  

そ の 他 ①参加申し込み者へは、追って詳細をお送りします。 

【注意】旅行手配の前に、必ず参加申し込みが締め切られていないかご確認ください。 

       ※詳しくはホームページをご覧ください。 平井真人作 紅型「共命之鳥」 
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（
新
年 

明
け
ま
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
） 

  

沖
縄
の
言
葉
で
は
お
正
月
は
「
良
い
お
正
月
で
す
ね
」
と

あ
い
さ
つ
す
る
。
し
か
し
最
近
は
「
明
け
ま
し
て
…
」
と

言
っ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
。
近
年
沖
縄
で
は
、
琉
球
語

で
あ
る
「
島
く
と
ぅ
ば
」
を
取
り
戻
す
活
動
も
活
発
で
、
私

の
娘
も
小
学
校
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
で
は
、
沖
縄
の
言
葉
で
お

昼
の
放
送
を
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
沖
縄
で
は
地
域
差
は
あ
る
も
の
の
、
今
も
旧
暦

の
正
月
を
大
切
に
す
る
風
習
が
残
っ
て
い
る
。
一
九
八
三
年

に
刊
行
さ
れ
た
『
沖
縄
大
百
科
』
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）
に

よ
れ
ば
、
新
正
月
の
事
を
「
大
和
正
月
」
（
ヤ
マ
ト
ソ
ー

グ
ヮ
チ
）
、
旧
正
月
の
事
を
「
沖
縄
正
月
」
（
ウ
チ
ナ
ー
ソ

ウ
グ
ヮ
チ
）
と
呼
ん
で
お
り
、
当
時
は
旧
正
月
が
主
流
で
あ

る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
で
は
新
正
月
が
主
流

と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
琉
球
国
が
併
合
さ
れ
て

お
よ
そ
百
五
十
年
、
正
月
も
「
大
和
」
化
が
進
ん
で
い
る
よ

う
で
、
伝
統
が
無
く
な
っ
て
い
く
の
は
残
念
で
あ
る
。 

 

実
は
も
う
一
つ
沖
縄
に
は
正
月
が
あ
る
。
「
十
六
日
」

（
ジ
ュ
ル
ク
ニ
チ
ー
）
で
あ
る
。
「
後
生
」
（
グ
ソ
ー
）
の

正
月
と
い
わ
れ
、
死
者
の
為
の
正
月
で
あ
る
。
沖
縄
本
島
の

多
く
の
地
域
で
は
墓
参
り
は
四
月
の
清
明
の
節
に
行
わ
れ
る

が
、
離
島
地
域
の
多
く
は
こ
の
「
十
六
日
」
（
旧
暦
一
月
十

六
日
）
に
墓
参
す
る
。
沖
縄
別
院
で
も
位
牌
や
お
骨
を
お
預

か
り
し
て
い
る
の
で
、
新
正
月
、
旧
正
月
、
正
月
十
六
日
、

そ
れ
ぞ
れ
参
拝
が
多
く
な
る
。
本
年
も
参
拝
す
る
人
々
と
共

に
、
本
願
念
仏
の
教
え
を
聞
い
て
い
き
た
い
。 

 

ク
ト
ゥ
シ
ン 

ユ
タ
サ
ル
グ
ト
ゥ 

ウ
ニ
ゲ
ー
サ
ビ
ラ 

 
 

 

（
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

沖
縄
別
院 

輪
番 

長
谷 

暢 
 

  

 

二
〇
一
九
年
十
月
に
火
災
に

あ
い
、
そ
の
後
コ
ロ
ナ
禍
で
開

催
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
首
里
城

祭
が
十
一
月
三
日
～
五
日
の
三

日
間
、
首
里
城
公
園
を
主
会
場

に
「
首
里
城
復
興
祭
」
と
し
て

久
し
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。
沖

縄
別
院
か
ら
首
里
城
再
建
の
募

金
を
募
っ
た
際
は
、
全
国
の
御

門
徒
か
ら
も
多
く
の
御
協
力
を

頂
い
た
。 

 

初
日
は
琉
球
国
王
の
正
月
参

詣
の
様
子
を
再
現
す
る
古
式
行

列
が
、
国
王
や
王
妃
ら
約
二
百

人
の
行
列
が
奉
神
門
か
ら
守
礼

門
、
龍
潭
通
り
を
練
り
歩
い

た
。
最
終
日
に
は
、
国
際
通
り

で
琉
球
王
朝
絵
巻
行
列
が
四
年

ぶ
り
に
行
わ
れ
、
「
御
轎(

う

ち
ゅ
う)

」
と
呼
ば
れ
る
乗
り

物
に
乗
っ
た
国
王
・
王
妃
に
よ

る
琉
球
国
王
王
妃
行
列
を
先
頭

に
、
中
国
皇
帝
の
使
節
団
や
伝

統
芸
能
団
に
扮
し
た
総
勢
四
百

人
が
練
り
歩
い
た
。
か
つ
て
国

王
行
列
の
際
に
奏
で
ら
れ
た
路

次
楽
も
披
露
さ
れ
、
現
代
版
の

組
踊
も
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
も

首
里
城
復
興
祭
特
別
見
学
ツ

ア
ー
や
琉
球
芸
能
公
演
な
ど
多

彩
な
催
し
も
行
わ
れ
た
。
沿
道

は
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ

た
。 

 

十
月
二
十
日
、
二
十
一
日

と
沖
縄
別
院
の
報
恩
講
が
勤

ま
っ
た
。
今
回
の
講
師
は
ス
イ

ス
出
身
の
ジ
ェ
シ
ー
釋
萌
海
氏

を
招
き
、
ご
自
身
の
人
生
の
経

験
か
ら
「
い
の
ち
は
だ
れ
の
も

の
で
す
か
」
と
い
う
こ
と
を

テ
ー
マ
に
お
話
い
た
だ
い
た
。 

 

初
め
て
本
山
の
前
を
通
っ
た

時
、
目
に
し
た
御
遠
忌
の
テ
ー

マ
「
今
、
い
の
ち
が
あ
な
た
を

い
き
て
い
る
」
に
対
し
て
気
に

も
留
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
母

親
の
安
楽
死
を
ど
う
受
け
止
め

て
良
い
か
苦
し
ん
で
い
る
時
、

再
び
目
に
し
た
御
遠
忌
の
テ
ー

マ
が
心
に
深
く
印
象
付
け
ら
れ

た
と
い
う
。
機
縁
が
熟
す
る
と

い
う
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
感
じ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
今
年
は
お
斎
も
開
催
し

た
。
参
加
者
に
は
、
英
語
や
ド

イ
ツ
語
が
堪
能
な
人
も
お
ら

れ
、
講
師
と
多
言
語
で
会
話
す

る
な
ど
、
有
意
義
で
楽
し
い
ひ

と
時
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
が
世

界
に
伝
わ
っ
て
い
く
の
だ
と
感

じ
る
場
面
で
あ
っ
た
。 

報
恩
講
堪
能 

首
里
城
復
興
祭 
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